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1.緒 ~ 

1917trj：.烏潟教授ニヨリテ始メ チ「イムベチン」現象ガ接見セラレ、共生物事的；意義ガ認識

セラレテ以来、諸種ノ病原菌 ＝ツキ、殆シド凡テ F血清接的反店主＝ツキ「イムベヂン」現象

ガ五詮セラレ夕日。就r[.1虎列位的 ＝ツキテハ、上岡氏ハt-ti殿反悠「イムベヂン」現象ア立設



1’，宮、 ::i~：濁加熱「 y pチYJ＞、完佼llfl止物質ヲ ＂＇有ス ，レヤ lGl 

シ、上回、藤森岡氏ハ柿鱈結合反感「イムベヂシ」現象ア立誼シ、藤森、肱呂雨氏ハ喰r~，i作

用「イムベヂン」現象ヲ立誼シ、叉藤森氏ハ観葉反感並＝殺Ci容）菌素産生「イム J チシ」現象

ヲ立詮セリ。

然レドモ未グ市場＝版資セラルル此列位菌「ワクチン」ガ共中＝「イムペチン」ヲ含有スル

モノナノレコトヲ直接＝立詮セル主総ナ‘ン。余等ハ今薮潔ー岡氏ガ腸宅扶斯菌「ワクチシ J＝行

ヒタル方法＝俄ヒ、虎列柱菌「ワクチシ」ヲ含菌鰐：ト基液トノ二ツノ構成因子＝分解シ検索

ヲ行ヒ、同「ワクチン」ガ泉シテ「イムペヂン」ヲ含有ス凡モノナリヤ否ヤヲ質験ノi結果＝就

テ匡サシト欲ス。

2.寅験材料

(1）質験動物。暗雲.2 ]ff;内外ノ；雄家兎、種類ハ白色ト一定、ン、何レモ新鮮ニシテ健康ナ

ルモノェテ、嘗テ何等ノ試験＝供セザリシモノナリ。注射前試験的採血ヲナシ、ソノ正常

血清ノ標準ーコレラ」診断i夜＝針スル凝集慣20倍以下ナルモノヲ誤獣トシテ採用セリ。

(2）態研製iーコレラワクチン」。大日本帝岡政府停染病研究所製「コレラワクチン」強防液

（昭和3年12月7日製）ア使用ス。以下停研製「コレラワクチン」ヲ省略シテ原「ワクチ :Yj或

ハ只「コレラワクチン」ト言巴スルコトアルペシn

附記木~'l:防ρ昭和 4年 1 月 7 rrヨリ問年2月13日マデニ行h ＇）。IWチ右「ppチン」有効期間3ヶ月

以内＝施行セル毛ノナリ。

C 3 >P吋夜帯・mi「コレラワクチン」。前記材料（ 2〕ノ悼研製「コレ ラワクチン」ア充分振量シ

タル後、共ノ 20.0銘アトリ、毎・分 6000~輔ノ遠心都エテ 30分間遠心沈i殿セシメ、会ク清

透ナル上澄液ア菌髄ヨリ分離シ、指氏100度＝テ沸騰シツツアル重湯煎中＝テ20分間j煮：前シ

室温＝冷却スルヲ待チテ元分離シタル菌法＝復島！？セシメ充分振盗セシモノエ シテ、タド観J-.

原「ワクチン」ト何等ノ差異ヲ認メズ、 tMi'.ti殴計エテ槍スル＝合商鰭量ハ！京「ワクチン」．基

液煮－沸「コレラワクチン」共＝凡ソ 0.0007耗ア算セリ。以下基液煮沸「コレラワクチン」ア省

略シテ基液煮沸「ワクチン」ト記載スルコトアルベシ口

（幻滅集反l底検査庁j標年「コレラ」診断液。鳥潟菟疫研究所第6蹴系「コレラ」調ア普通寒

天埼養基＝2ι 時間培養セシモノヲ生理的食堕水ュテ帰陣シ、 1%ノ割合＝「フォルマリ

ン」ヲ加入シテ殺菌セシモノ＝シテ、ソノl.O2宅中ノ含菌臨｝1；.＞、凡ソ0001±括 Fルモノナリ勺

3.責駿方法

先ヅ随重2荘内外ノ同一種類ノ；雄家兎 3ii員ヲ以テ 1群トナセルモノ 6群ア用意シ、其ノ3

群＝停研製「コレラワクチン」各 0.3--0Ji及ピ 0.8路宛ヲ耳静脈内＝一時＝注射シ、他ノメ群

＝ハ基液煮汚｜「コレラワクチン」各同霊宛ア同方法ニテ注射シ、之＝依リテ産生セル血清ノ

掠・ifi~ コレラj診断液＝針ス Jt·擬1副賞ヲ注射前、注射後3 目、 7 目、 1生日及ピ 2t-l 日目ノ 3



1G2 日 本 タ ト 科 筑 凪 ~i 七谷 第二%

回＝豆リテ検査シタリ。

斯クノ如クシテ余等ハ前記二種類ノ菟疫元注射＝ヨリテ起J＇（，流血中撮集索産生程度ノi寄

11-x.，.，菟疫元注射量ノ増減＝伴フ血清説集1頁ノ推診トノ相互関係ヲ探索シ、以テ克疫元材

料ノ；菟疫元性能働力ノ大小ヲ判定セリ。

4.凝集反庫検査方法

可槍血清ヲ 0.8.:>%食堕水ア以テ種々ノ倍数＝稀樟セルモノア試験管内＝各 1.0粍宛取

れ之＝材料（ 4）：.掲ヂタル標準「コレラ」診断液ヲ各 1.0耗宛加へ（之＝依リテ各試験管

内ノ血清ハ始メ作ラレタルモノノ 2倍ノ締樺度トナル）之ヲ 37度ノ僻卵器内＝静置スル

コト 2時間＝シテ取出シ室温＝放置シ、 20時間経過後凝集反臨ノ程度ヲ記上セリ。

此！際基；夜金ク透明トナリ管2底＝厚キ脱獄沈澱ヲ認メ得ルモノヲ冊、管底＝厚キ沈澱ヲ認

ムルモ向基液柏吋厨濁ヲ呈セルモノヲih血清ヲカ日入セザル封j照ト碕シド同様ノ調濁程度

ナレドモ管底＝紫様沈澱ヲ認、メ菌韓ノ凝集明白＝鑑別シ得ルモノヲ＋、封照ト同様＝管＝底

1f1心部＝謹紘iEシキノj、ナル固形ノ沈澱ヲ生クグル時ヲー＝テ表示セリ。而シテ本賓験＝於

テハ＋ヲ以テ限度トシテ観察セリ。

5.賢駿

A. 賞験第 1.

＇！｛験第 1：.於テハ各君p 頭宛ヨリ成ル家兎2群ヲトリ、コノ各群＝前記停研製「コレラ

ワクチシJ及ピ基液煮沸戸コレラワクチシ」ノ各 0.3時宛ヲ耳静脈内＝注射シテ、両者ノ流

血内凝集素産生程度ア比1院シタリ。質験結果ハ第1表、第2表及ピ第1国＝示サレタリ。

所見概括

( 1）克疫i凝集素ノ産生ハ南極完疫疋注射後、共＝己 ：.3日目＝設現シ、原「ワクチ y」ノ

場合ハ 27 佑ナリシ＝、去~i夜煮j弁「ワクチン」ノ場合ハソレヨリモ高ク 70 俗ノ~集慣ヲ現

シタリ。

(2 ）而シテ悶克疫元ノ場合共＝凝集慣ハヨた第＝上昇シテ、 7 日目＝於テさを経過~r＇ノ；最高

＝到達シ、ソレヨヲ 漸次低下シタリ。

(3)7日目ノ；最高凝集慣ヲ比較スル＝、原「ワクチシ」＝テハ僅カ.：.367俗ナリシ＝、基

液煮沸「ワクチン」ノ場f「ハ、遺カニ高ク約2倍弱ア示シ 6331書ナリキ。

( 4) 1生日日＝於ケル凝集！t，［ハ原「ワクチン」ノ場合ハ 2G7悦テリシ＝、基液煮沸「ワク

チシ」ノ場合ハソレヨリモ高ク 500倍ナリキ。

( G) 28日目＝於ケル揮集慣モ、亦タ原「ワクチン」ノ場合ハ 93倍ナリシニ、基液煮沸

「ワクチン」ノ場合ハソレヨリモ大＝シテ 133倍ナリキ。
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B. 費駿第 2.

賢験第二＝於テハ各群3頭宛ヨり成ル家兎2群アトリ、ヨノ各群＝前記偽：研製「コレラ

ワクチンJIX基i夜煮沸「コレラワクチ y 」ノ各 0.5見宛ヲ耳静脈内＝注射シ、依テ起1i阿者

ノ流血内J長集素直ー生程度ヲ比較シタり。賓験結果：ハms 炎、第 4表及ピu~2 闘＝示サレタ

リο

所見概括

( 1 ).n'1L~I＇受疫擬集素ノ i牽生ハ、両極「ワクチン」注射後第 3 日目＝於テ巳＝認メラレタ

リ。

(2 ）何レノ完疫元＝テモ注射後第 7 日日＝於テ会経過巾ノ：最高綴集｛~ア IH現シ、ソレヨ

リ時日ノ経週ト共＝漸ろえ低下シタリ 。

(3)3日目ニ於ケ ）J.,凝集慣ハ、原ーワクチン」ノ場合ハ60俗ナリ シ＝、基液煮詰第「ワクチ

ン」ノ羽合ハソレヨリモ高ク70t書ナリキο

(-i) 7 日 ~j ＂＇＂於ケル最高凝集倒ヲ比較スルェ、原「ワクチン」ノ場台ハ 800俗ナリシニ、

恭液煮沸「ワクチン」ノ場合ハ頴苦ナノL差ヲ’以テ上昇シ UlO俗ナリキ。

( 5) l! 口 ~：＝.. 於ケル滅症fi'i ハ、原「ワクヂン」ノ場fr ，、 !iOO 俗ナリシエ、基i夜煮沸「ワ

クチンJノ；場合ハソレヨリモ大ユシテ 5331:tナリ＝干。
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( 6) 28口目＝於ケ凡凝集｛買ハ基液煮沸「ワクチン」ノ場合ハ 133f，岳ナリシェ、原「ヲク

チン」ノ場合ハ却テソレヨリモ大ニシテ 300傍ヲ示シタリ。

c.賓験第 3.

貰験第 3；；：.於アハ各群3頭宛ヨリ成ル家兎 2群ヲトリ、コノ各群ニ前記簿研製「コレラ

ワクチン」及ピ基液煮沸「コレラワクチン」ノ各 0.8耗宛ヲ耳静脈内＝注射シ、依テ起ル雨

者ノ流血内；買集素産生程度ヲ比較シタリ。賓験結果ハ第5表、第G去及ピ第3困＝示サレ

タリ。

所見概括

( 1）血中克疫凝集素・ノi歪生ハ、南極菟疫動物共＝注射後第3臼目＝於テ己ユ認メラレタ

リ。

( 2）何レノ：兎疫元エテモ、注射後第7日目＝於テ、流血中ノ：克疫凝集Wlハ上昇シテ会経

過中ノ最高凝集伺＝到達セリ。

(3)3日目＝於ケJ'L-凝集慣ハ、原「ワクチン」ノ場合ハ 30倍ナリシ＝、基液煮沸「ワク

チン」ノ場合ハソレヨリモ遺カニ高ク 70儲ナリキa

(4)7日目＝於ケル最高凝集傾ヲ比較スル＝、原「ワクチン」ノ場合ハ GOO倍ナリシ＝、

基液煮沸「ワクチン」ノ場合ハソレヨリモ造カ＝大＝シテ 7G71：｝ナリキ。
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第三国「ypチユノ」用殻 0.8ヲ以テ免疫セヲ
ν毛／家兎ノ：兎疫獲得程度
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I ＝基液煮・w:「ヨレラ v~ チ；／J 

II＝！専研製「ヨ νラvJjチユ／」

二十八日

(5〕0.8耗ヲ以テ莞疫シタル開極菟疫動物ノ 1壬日目以降ノi寂集慣低下ノi!J¥態ハ、間ノレ

趣ヲ具＝シタリ υ~llチ

( 6) 1生日目エ於ケ）J,凝集憤ハ、基液煮沸「ワクチン」ノ場合ハ 400倦ナリシェ、原「ワ

クヂシ」ノ場合ハ却テソレヨリモ大＝シテ 500俗ナリキ。

( 7) 28日日＝於ケ）Y,滋集慣ハ、基液煮沸「ワクチシ」ノ場合ハ 267.{ffナリシュ、原「ワ

クチン」ノ場合ハソレヨリモ遺カ＝大＝シテ壬67f喜ナリキ。

6. 所見綿括並z討究

賓験第 1ョP第3：マデニ於テヨたノ事項ヲ認識スルコトヲ得ぺ、ンQ

(1）雨種菟疫元何レノ場合モ、亦タ賓験＝供シタル如何ナル菟疫元用量＝デモ、凡テ菟

疫7f::注射後第3日目＝於テ、ソノ程度ハ僅少ナレドモ、巴＝血中菟疫競集素ノ産生ヲ認メ

タリ。此際基液煮沸「ワクチン」莞疫翫物ノ凝集慣ハ、杢賢験ヲ通ジテ、何レノJ場合モ常ニ

原「ワクヂシ」注射動物ノソレヨリモヨリ大ナリキ。

( 2）菟疫凝集慣ハ何レノ抗原ノ場合モ、亦タ質験＝仇シク JY,如何ナル注射量ノ場合モ、

十年ナ一様＝菟疫元注射後第7日目＝於テ全経過中ノ；最高説集慣ニ到1主シタリ。

(3）完疫凝集慣ハ基液煮ifif，「ワクチン」注射ノ場合＝於アハ注射量ノ：如何＝拘ラズ、凡テ
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菟疫元注射後第7日目ノ最高結ヨリ、時日ノ経過ト共＝大凡相似タル傾斜ヲ以テ漸弐低下

シタリ（第1闘乃至第3闘）。

( 4）然レドモ原「ワクチン」注射ノ場合＝於テハ、注射後第7日目ノ凝集慣最高黙ヨリ、

時日ノ経過ト共＝凝集債低下ノ道程一般＝頗ノレ援盟ナ Pキ＠

(5 ）殊~ 0.5耗注射ノ場合＝於テハ、 7日目ノ最高＝於テ、基液煮－沸「ワクチン」動物ヨ

Hモ、遁カユ下位＝アリタル原「ワクチシ」動物ノ凝集憤ガ、 28日目＝於テハ却テ基液煮

沸「ワクチシ」動物ノソレヨリモ大ナリキ（第2園）。

(6）叉 0,8耗注射ノ場合＝於テハ、原「ワクチン」動物ハ血中読集素泊失ノ遅延頗ル頴著

＝シテ、 7日目ノ最高＝於テ、基液煮沸「ワクチン」ョリモ、ヨリ小ナル菟疫凝集憤ヲ示シ

乍ラ、 lJ日及 28日目等ノ経過＝於テハ、基液煮沸「ワクチンー動物ョリモ、却テ造＝大ナ

ル凝集素ヲ血中ニ残留スルコトヲ表示シタリ（第3固〕ο

僑テ以上記載ノ事貰ヲ翻ル＝、原「ワクチン」動物ノ血中凝集素，、最高ニ於テ、基液煮沸

「ワクチシ」動物ノソレヨリモ低クシテ、 1生日乃至 28日目等ノi経過＝於テ、却テ基液煮沸

「ワクチン」翫物ョリモ大ナル諜集素ヲ血中＝残鷲セシコトア現シタリ n サレバ基液煮梯

「ワクチン」動物ノ血中撰集債ガ速カニ低下スルノ：事賀ヲ蹴テ以テ菟疫効果モ亦夕、此ノ如

ク早期＝泊、夫シ、叉原「ワクチシ」動物ノ凝集素ガ永ク血中ニ残留スルヲ翻テ以テ菟疫効泉

モ亦夕、此ノ；如ク長期＝持績スルモノト速断ス JI-者アリトセパ、コハ皮相ノ見＝シテ、菟

疫ノ本態ヲ解セザル大ナル誤謬ト云フペキナリ。

之＝ツキテハ既＝余等ガ腸窪扶斯菌「ワクチン」ニツキ、精細ナル検索＝ヨリテ確詮セシ

所ナルガ、総テ「コレラワクチシ」＝限ラズ一般＝生ノ紋態ニ近キ普通加熱「ワクチン」ェア

リテハ共中＝含有セラルル菟疫阻止物質（イムペヂン）ノタメ菟疫成立機時ハ著シク阻害セ

ラルルモノナリ、サレバ動物館内＝於ケル菟疫機時ハ「イムペヂン」＝阻止セラレ遅々トシ

テ進ズ、徒ラ＝永キ期間＝豆リテ菟疫ヲ獲得セシト務メツツアJI.-欣i況ヲ示スモノ＝シテ、

是レg1伊比較的長ク血中凝集素残留ア招来セシ所以ナれ然レドモ共結果途ニ高度ノ菟疫

ヲ獲得シ得ザルモノュシテ、従テ菟疫効果持額期間モ著シク包精セラJレルモノナリ。

之＝反シ菟疫阻止物質（イムペヂン）ヲ含有セザル基液煮沸「ワクチン」ェアリテハ、動物

樟内＝於ケル菟疫機輔ハ何等阻止セラルルコトナク、高度＝叉迅速＝進行シ、菟疫機縛完

了ハ頗ル』＇［！.ク、従テ菟疫後第 7日目内外＝於テ一躍強大ナル兎疫読集素ノ産生ヲ来シ、又

遼カ＝低下シテ正常血液ノ朕態＝復蹄スルモノ＝シテ、其結果動物個瞳ハ偉大ナル莞疫ア

獲得シ、従テ菟疫効果持組期間モ亦タ長大ナルモノナリ。

サレパ此際菟疫後14日目以降ノ経過＝於テ、原「ワクチン」動物ガ血中漉集素ノ残留比較

的大ナリシト殿、コハ雨種菟疫元ノ菟疫元性能働力比較ノ；場合何等顧ルノ値ナキノミナー
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ズ、ソハ却テ菟疫機轄完了ノ遷延セラレシコトヲ意味スルモノ＝シテ、菟疫成立上不利益

ナ；！.－標徴＝シテ、員ノ：菟疫獲得程度ノ大小従テ菟疫効果持続期間ノ長短ハ、ーツ＝諌防注

射後一週間内外＝於ケル最高凝集素ノ産生ヲ表ハシタル時ノ擬集憤ノ大小＝ヨリテノミ判

定セラルペキモノナリ（拙著倖研製「腸チフスワクチン」J緊急：ナル改良＝就テ、第3報基

液煮沸「ワクチン」ノ：兎疫効力ガ原「ワクチン」ヲ優越セルコトノ新タナル確詮、東京麿接合

雑誌第釘港第9競参照）。

「ypチン」用量i曾力日ニヨル最高
第七表凝集偵（第七日目〕ノ推移

〔第 :t.-l.(i表参照｛〕

サレバ今第7表及ピ第生国＝ヨリテ、菟

疫元注射後第7日目＝於テ最高麗集素ノ産

生ア表シタル時ノ凝集慣ヲ相比較スレバ、

白iチ弐ノ：事項ア認識スルコトヲ得ベシ。

( 7）全賓験ヲ遇夕、何レノ場合＝テモ基

液煮沸「ワクチン」動物ハ、原「ワクチン」劃

「 yグチ；／_J用量稽力目ユヨル最高凝集償
第四国 （第七日目） .）推移

物ヨリモ、頴著＝ョリ大ナ）！.－

（第七表参加）
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(8）克疫元用量ヲ逐共増大

シタル ：＝. 0.3ョリ 0.57 デハ

雨「ワクチン」共＝用量増加ト

共＝凝集慣モ亦タ上昇シテ、

0.5注射＝テ最高＝建シ、共

用量ヲ尚増大シテ 0.8トナス

＝至リテ、開「ワクチン」ノ場

合共＝莞疫援集慣ハ却テ著‘ン

0.8 ク低下セリ。

(9）即チ雨菟疫元共＝、共

用量 0.5附近＝於テ、菟疫撰

集素ノ産生ハ最高＝到達スル

モノタルコトヲ知ル。

(10)_! __ 1:".＿イ芹封童三担｛司三ー塑作竺止空？哲三巷事煮持L?.J~＿:f.__ ＇.＇.＇」三男［＿？.＿＿空 ＿f＿三一）＿＿ヲ＿＿Y.＿主君

疫元ト－－－~－ず顎費三ヲ｝__ :S_t._J1:'_窒疫立’！空時働力：！！1::竺ートー竺明一手竺三－－－~JJ竺三善渡煮務仁竺竺一？~ 
之」三、！堕f一？守．竺｝＇：＿~，，！一今－よ七Fシ－－＇－ －主皇刀－＝使秀fJ1:'_~否．疫元－~fレ竺ト

納言＝掲ヂタルガ如ク虎列往商ノ「．イムベず．ン」＝ツキテノ、巴＝上同、勝呂、藤森、藤綱
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諸氏＝ョリテ殆ンド凡テノ生物血清率的見地ヨリ明カ＝立設セラレタルコトナルガ、会等

ハ今落直接停研製「コレラワクチン」ヲ基液ト菌臨トノ二ツノ；構成因子＝分チテ研究ヲ達行

セシモノ＝シテ、共結果ハ正シク原「ワクチン」ヨリモ基液煮沸「ワクチン」ノ方ガ菟疫元性

能働力顕著＝大ナルコトヲ確讃セリ。サレパ批間何等ノ：疑義ヲ挿ムヲ許サズ、事官ハ頗ル

明瞭＝シテ、普通加熱「コレラワクチン」中ノ基液ヲ 20分間煮沸スルコトエヨリテ、「ワク

チン」ノ菟疫元性能働力ハ著シク増大セリ。コレ他ナシ、生態＝近キ普通力1：熱「コレラワ

クチン」中ノ基液＝ハ、菟疫的機時ヲ阻害スル「イムベデン」ア合有スルガ故＝菟疫獲得ハ

著シク阻止セラレ、菟疫機特ノ進行ハ前述セルガ如ク遅延セラレ、「ワクチン」ガ有スル菟

疫元性能働力ノ全幅ノ作用ヲ護揮スル能ハズ、主主＝完全ナル免疫ノ成立ヲ成シ逢ゲ得ザル

＝師スペキモノナリ。

之＝反シ基液煮沸「ワクチン」ェアリテハ基液ヲ 20分間煮沸スルコトニヨリテ「イムペ

ヂン」ハ既＝充分破壊セラレタル＝反シ、基液中＝存スル菟疫物質ソノモノハ耐煮沸性強

大ナルガタメ‘ 20分間ノ煮沸＝テハ向依然トシテ保有セラレ、此所＝「ワクチンJガ有スル

菟疫元性能働力ノ全幅ノ作用ヲ蛮揮スルエ至リクルモノ＝シテ、正シク停研製「コレラワ

クチン」ガl イムベチン」ア合有スル害多クシテ効果齢キ菟疫材料タルコトヲ直接＝立誼シ

得タルモノナリ n サレバ津田氏友ピ余等ノ腸窒扶斯菌「ワクチン」中ノ「イムペデン」直接ノ

詮明ト相侠チテ、普通力11熱「ワクチン」中＝莞疫阻止物質ノ；存在スルコトハ最早ャ喜モ疑フ

ノ飴地ナキモノナリ。

角叉余等ノ！買験結果ハ疑集素産生ヲ指標トナスコト＝ヨリテ虎列投菌「ワクチン」中ノ

「イムベヂン」ア立詮シタルモノナレドモ、コハ既＝虎菌ア以テ沈澱反日産「イムベヂン」現象

＝於テ上田氏＝ョリ、補瞳結合反感ア指標トシ上回、藤森両氏ニヨム喰菌作用「イムベ

ヂン」現象ハ勝目、藤森南氏ニヨリ、現集民厚長並＝殺Ci容）菌素産生ユツキ藤森氏ニヨリテ

各立詮セラレタル「イムベヂン」現象ト、全然合致セルモノ＝シテ、何レモ相関聯、相呼臨

スル貫験結果ナリ。サレバ余等ノ虎列投菌「ワクチン」ガ「イムベヂシ」ア合有スルコトノ直

接ノ立詮ハ、一面以上諸氏ノ賓験結果ノ正＝正確ナルコトヲ、一唐確貫＝裏書キスルモノ

＝シテ、他国「ワクチン」ヲ以テ貰地ニ菟疫ア行フ上＝於テ重大ナル問題ノ；解決ナリ、恋＝

於テ立詮的意義ノ益々重大ナルア認ムベキナリ。

傍テ今賞際＝於テ克疫ヲ行フ場合ア考フルェ、伊藤、猪口、藤綱諸氏ノ「ワクチンJ「ワ

クチン」上澄及ピ「ワクチン」合菌樟ノ菟疫準的研究結果ノ報告＝於テ、明カ＝指示セラレ

タル如夕、「ワクチシ」中菟疫元トシテ主役ア演ズルモノハ、菌溶解i宝物質帥チ「ワクチン」

基液中＝含有セラルルモ l＂＂シテ、菌盟ソレ自身ハ菟疫元トシテハ頗）J,微弱ナル＝反シ、

其ノ毒カハ却テ大ナルモノナルコト明白ナリ。サレバ今凡テノ生物血清接的作用就中喰：撞
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作用ノ不充分ナル虎列投菌韓ヲ含有セル「ワクチシ」ヲ菟疫ノ目的＝使用スルノ要ナ、ン。菌

鰭ヲ合マザル、百lJ作用ナキ菟疫効果大ナル煮沸菟疫元ヲ使用スルノ正賞ナルヤ既ニ賞言ア

嬰セザルコトナリ。

サレド余等ハ腸窒扶斯菌「ワクチン」ノ緊急ナノレ改良＝就キテ、既＝述ペタルガ如ク、今向

rワクチシ」ノ主樟ハ菌髄ナ Mト信ク来リタル、久シキ頑眠ナル因襲ヲ棄ツルコ F能ハズシ

テ、煮沸菟疫元ノ使用ア臨時スル者アリトセバ、先ヅ少クトモ現行加熱「コレラワクチシJ

ノ代リ＝「イムベヂシJヲ含有セザル基i夜煮沸「コレラワクチン」ヲ使用セヨ、然ラバ始メテ

「ワクチシ」注射後＝於ケ1.＼，各種ノ不快症欣、潜伏疾患ノ誘護等ヲ絶無トナシ、Eツ菟疫効果

ノ強大、菟疫持続期間ノ延長ハ必ズヤ員個防疫ノ目的ヲ完全＝達成シ符可キナリ。

一般＝生態＝近キ普通加熱「ワクチン」中＝含有セル「イムベヂン」現象ハ世人ノ想像以上

＝発疫機碑ヲ阻碍スルコト大ナルモノナリ。余等ハ久シク臨床富家トシテ烏潟教授＝ヨリ

Fイムペデy」墜設ノ創設セラルJレデ見ルヤ、只徒ラ＝ーツノ謬説＝過ギズトシテ、軽々＝

担過シ31li1Jタリシガ、今宮地エツキテ自ラ此ノ「イムベデシ」現象ヲ研究スル＝賞リ、其ノ

菟疫上＝及ポス影響ノ大ナルヨト z今更．驚カザルヲ得ザj＼，ナリ、コハ民＝備ラザル自己J

告白ナリ。或ハ今猶余等ノ過去ト考ヲ同クウスル者アランカ、試＝操作筒翠ナル余等ノ賓

験＝ツキ追試セヨ、始メテ余等ノ今日ト同クク蒙ヲ啓クノ時来ラン。敢テ真理ノ鴛＝一言

ヲ追加スルモノナリ n

7. 結論

( 1）大日本帝国政府停染病研究所製「コレラワクチン」ア菌僅ト基液トノ二ツノ構成因子

＝分解シ、基液ヲ 20分間煮沸シち元ノ菌程＝復師シタル諒液煮沸「ワクチ y」ハ如何ナル

分量＝テモ原「コレラワクチシJヨリモ菟疫元性能働力絶針的＝大ナ Fキ。

(2）普通力l瀬「コレラワクチン」ハ共基液中エ受疫阻止物質ヲ含有ス、自lチ之＝ヨリテ凝

集索産生ノ上＝「イムペデy」現象ヲ立詮シ得タリ。

( 3）本貰験ハ普通加熱「コレラワクチン」ニツキア共中＝含有セラレ居）＼，「イムペヂシ」ヲ

直接＝立詮セシモノ＝シテ、潔岡氏及ピ余等ノ普通加熱「腸チフスワクチシ」中ノ「イムペ

ヂン」直接ノ立誼ト相侯チテ、一般普通加熱「ワクチン」中＝ハ「イムペヂン」ノ含有セラル

ノレモノナルコト盆々疑フ J絵地ナキ＝至ラシメタルモノナリ凸

(4）虎列控病議肪＝向テハ煮沸菟疫元（コクチゲン）使用ガ理忽的菟疫元ナルコト明白7・

レドモ、今向因襲ノ久シキ菌開ヲ合マザル「コクチゲン」ア直チエ使用スルコト能ハザルモ

ノアラバ、ヨロシク先ヅ現行加熱「コレラワクチン」ノ代リ＝基液煮沸「コレラワクチシ」ヲ

使用セョ、コレ＝ヨリテ始メテ注射後＝於ケル副作用ヲ絶無トナシ、 Z象防効果ハ長期＝：§

Pテ大＝シテ、民＝防疫ノ rci的ヲ法成シ得可キナリ n



吉宮、普沼加熱「ypチY」，、完疫阻止物質ヲ合有スルヤ L73 

(5）普通加熱「ワクチン」ナル停研製「コレラワクチシ」乃至之ト製法ヲ同フセル「コレヲ

ワクチン」中＝ハ菟疫阻止物質ガ含有セラレ居九共ノ結果トシテ、普通加熱「コレラワ

クチン」ガ毒力大ニシテ菟疫力小且ツ短ナル劣等菟疫元タルコトガ確詮セラレタル以上、

其ノ使用ハ結針＝金慶セラルペキモノナリ。
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Nachweis der antiimmunisatorisch wirkenden 
Energie in der gewohnlichen 

choleravibrionenvakzine. 
Von 

Dr. M. Yoshitomi 

(Pus dem Laboratorium der Kais. chirurg. Universit五tsklinik,Kyoto〔Prof.Dr‘R・Torikata.〕〕

Kaninchen vom ca・2kg Kiirp白rg

bil《＇！en, wurcle 0.3 bzw. 0.5 oder 0.8 ccm ein巴rvom In閉titutzur Erfor自chungcl巴r 

Infektion自kmnkheiten der Universit品tzu Tol王iobezog目enenCholer品、＇ibrionenvak-

zine bzw. der davon hergestellten l¥Iecliumkc立tovakzinef'inverleibt, und zwar im-

mer in die Ohrvene und nur einmal injizie1t. Am 3., 7., 14. und rn. Tage n乱ch

der Injektion nahmen wir ein白 Blutprobe,um den Gang der Erzeugung des spe-

zifischen Agglutinins im Blute zu verfolgen. Die Ergebni呂田 cler Versu巴hesincl in 
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Tal片＇llenI nnll II zusammengestellt: 

Ttl.belle I 

Durchsclmi ttlicher Agglutininもiterbei 0.5 ccm cler Vakzinen. 

JJfe Mediumkoktovakzine Die originale 
Vakノone

10 

Art der ¥':-ikzine 

3 

'i'O 60 ::. Tag 

1200 EOil 7. Tag 

5;:;: 500 11. Tag 
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；・？？ニニ一日
Z

し同じ
Z
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－－c
－uuJ4 13::1 

Tabelle II 

Der bei verschieclenen Testdosen der Vakzir;e l erbeig・efiihrtegrδsste 

Aggl..!tinintiter (am 7. Tage). 

:;0・1 ! 2~. T、ag

Testdosis 0.3 ccm 

Die originale ¥'akzine 367 FOO 600 

Die Mediumkol<tovakzine 633 1200 767 

o.弓ccm0.5 ccm 

Ergehnis. 

Der grosste Agglutiniutiter, den die originale Vakzine zu erzielen vermochte, 

enYies sich als 1:800, w品hrendclerselbe bei cler Mecliumkoktovakzine bis auf 

1) 

1:1200 stieg. 

.Darau日 gehthe1 vor, class das Medium der gewふhnlichenVakzine eine bio-

lo以前heEnergie enth品lt,die die Entstehung cler Immunit品 p乱ralysiertund 

an sich koktolabiler ist als das eigentliche Antigen. (Autoreferat) 

2) 


